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  For the Future：東センター長インタビュー


  めざすのは「1番の研究」
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  　「ちきゅう」は忙しくも実りの多い1年を終えて、新たな1歩を踏み出そうとしている。2013年4月には国際ワークショップが開催され、新たなIODPでの「ちきゅう」プロジェクトについて詳細な議論が交わされる見込みだ。


  「ちきゅう」の歴史の中で、最も忙しい1年


  　2012年度の「ちきゅう」は、統合国際深海掘削計画(IODP)による科学掘削だけでも三つのプロジェクトを実行しました。

  　春から夏にかけて進めた「東北地方太平洋沖地震調査掘削（JFAST）」は、科学掘削の長い歴史の中で、おそらく最も迅速に進めたプロジェクトです。天候の不順、機器の故障などに悩まされながらも、最終的には目的を果たすことができました。この研究成果の１つが、アメリカの科学誌『Science』2013年2月8日号に掲載されました。プロジェクトの立案から学術論文の発表まで見ても非常に短期間に行うことができたのは、未曾有の災害に対する研究者の熱い想いだったと思います。2011年の東北地方太平沖地震の発生に端を発した緊急事態に対応し、この国際プロジェクトを進めることができたことは、今後の活動に向けての大きな経験になったといえるでしょう。

  　秋に行った「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」では、水深1,180mの海底を2,466mまで掘削することに成功しました。この掘削では、「ちきゅう」のライザー掘削技術を存分に発揮し、非常に良い状態で石炭試料を取ることができました。この研究の成果が発表されるのはまだ先のことですが、良い分析結果が期待されます。

  　冬に進めた「南海トラフ地震発生帯掘削」は、残念ながら掘削深度は、当初の予定である海底下3,600mから2,000mまでに留まりましたが、予定を変更し、平成26年度に予定していた他地点における掘削を実施しました。流速6ノット（時速約11km）の強い海流（黒潮）にとどまっての掘削は、想定以上の困難さがありましたが、海底下2,000m以深の掘削は、来年度に再開が決まっています。

  　この1年、「ちきゅう」はその歴史の中で、最も忙しい時間をすごしました。多くの研究者に活躍してもらい、また研究者のさまざまな要望を受けとることもでき、「ちきゅう」とそのスタッフにとって、実りの多い1年でした。願わくば、こうした年をこれからも繰り返して、「ちきゅう」の科学掘削能力を向上させていきたいものです。


  新しい発想、新しい枠組みで進めていくために
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  　2013年4月には、これからの「ちきゅう」10年の計画に関する国際ワークショップ「CHIKYU +10」を開催します。国内外約300名の研究者が集って、今後の「ちきゅう」で行う研究、特に「ライザー掘削」を使った研究について話し合いが行われます。

  　「CHIKYU+10」では、「地震発生帯」、「マントル調査」、「海底下生命圏」、「大陸形成」、「地球史の変遷」などのテーマを掲げています。いずれも大きく重要なテーマで、研究者はこのテーマの研究を進めるうえで、最適なフィールド（掘削点）の候補などを持ち寄ってくることでしょう。このワークショップには、「ちきゅう」の技術者も参加し、研究者が持ち寄った課題を達成するためには、船側としてどのような装備や技術が必要なのかを確認することにもなります。研究者と技術者が交流することで、お互いの情報を共有できるということにもつながることでしょう。

  　「CHIKYU+10」には、とくに若い研究者が集まってくれることを期待しています。これまでの専門領域にこだわらず、横断的な視野をもつことで、新たな世界が開かれるはずです。「ちきゅう」に関するさまざまな分野の研究者が集まることで、柔軟な議論と交流が行われることになると思います。 　「ちきゅう」は、これまでの枠組みにはない科学を目指しており、それが可能である船です。科学の進歩には、ブレイクスルーとなる研究や技術が不可欠であり、「ちきゅう」の役割はまさにそこにあるといえます。

  　めざすのは「1番の研究」です。そのために、私たちはより一層、活動を進めていきたいと思います。
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Dates: 21-23 April 2013

WVenue: Hitotsubashi Hall
(2-1-2, Hitotsubashi,
Chiyoda-ku, Tokyo, Japan)

‘j.m(yuﬂo Themes: ‘The international workshop CHIKY U-+10 invites researchers to discuss
R A ctive Fanlls priority projects for Chikyss next decade of exploration. Thematic ]
+ Earth’s Mantle discussions will highlight accoraplishments of completed Chikyu Integrated

Ocean Drilling Program expeditions, current Chikyi deep riset proposals,

+ Deep Life " ‘e ideas to be submitted as WHITE PAPERs, and inspiring keynote talks.
« Continent Formation |y steering Committee has identified five thematic as well a blue sky areas,
« Sediment Secrets for which short WHITE PAPER wil be accepted during January 2015,

« Blue Sky CHIKYO0 villphase o by ey e s

Werkshop information availsble at bt {3/ mstec.se.ip/chikvis1®
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